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9-9  安全衛生教育及び資格 

 

 

 

安全衛生教育 

設備面の対策に比較して、作業者の行動災害には「決め手」となる対策がな

い。作業行動災害に対する対策の基本は、労働者の危険に対する感受性を高め、

「知らない」(知識)、「できない」(技能)、「やらない」(態度)といった問題を

丹念に解決して行く安全衛生教育の実施が欠かせない。 

また、仮に、高度に安全化された機械設備であっても、作業者の操作ミスに

よる災害が発生する可能性は残るので、この観点からも安全教育は欠かせない

ものとなる。 

法定安全衛生教育には、図表9-10に記載した7種のものがある。 

 

労働安全衛生法の資格制度 

労働安全衛生法における資格制度は、「免許」及び「技能講習」に大別され

る。免許を必要とする業務は、令20条で指定された16業務中9業務、技能講習

を必要とする業務は、前同16業務中7業務である。 

事業者は、前記16業務には無資格者を就業させてはならない（61条1項）。ま

た、資格者以外は何人であっても当該業務に就いてはならない（61条2項）も

のとされている。 


